
第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

大化元(645)年にはじまる大化の改新の後，律令国家は東北地方の蝦夷の住む仙台平野以北の地域
に関しても直轄支配地に組み入れようとして次々と城柵を設置した。仙台郡山官衙遺跡群はこのよう
な流れの中で造営され，やがて陸奥国全体の政治・軍事の拠点という役割を持つに至った。この役割
は多賀城に受け継がれることになる。
7世紀中頃より仙台平野の政治・軍事拠点として，また7世紀末葉には多賀城以前の陸奥国府として，
古代より陸奥国の中心であったことがこれまでの調査で明らかとなった仙台郡山官衙遺跡群は，特別
史跡多賀城と並ぶ歴史的な意義を持ち，地域史にとどまらず日本古代史を語る上で欠くことのできな
い極めて重要な遺跡である。
平成20年策定の保存管理計画において整理された歴史的価値をもとに，これまでの調査成果から
わかったことを再整理し（次頁参照），仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値について，指定説明文等から
読み取れる①・②及び，価値評価の視点の進化を反映した③の3点にまとめた。

図4-1　Ⅱ期官衙イメージ

第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

１　本質的価値

　①東北古代史のはじまりを象徴する遺跡

　②中央集権国家成立期の北辺政策による遺跡

　③東北地方から東アジアに及ぶ 人・文化・技術 の交流を示す遺跡
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・�全国的にも最古段階に位置付けられる古代の
地方官衙。

・�律令国家が東北地方太平洋側の支配のために
設けた最初期のもので，文献に残らなかった
官衙の存在が発掘調査を通して明らかになっ
た点においても，7～8世紀の日本古代史の解
明に不可欠な遺跡。

・�Ⅰ期官衙において評の成立を示すとみられる
「名取」刻書のある土師器が出土しており，
律令国家による地方支配制の進展を考える上
でも貴重な遺跡。

・�Ⅰ期官衙は『日本書紀』にみられる日本海側
の渟足柵・磐舟柵に対応する太平洋側最古の
城柵，Ⅱ期官衙は多賀城創建以前の陸奥国府
と考えられ，古代国家成立期における東北地
方の政治・軍事の拠点施設の具体的様相を知
ることができる貴重な遺跡。

・�石組池（Ⅱ期官衙の中枢部に位置）は，蝦夷が天皇に対する服属
儀礼を行った飛鳥石神遺跡の石組池とほぼ同じ構造を持っている
ことから，これと同様の儀礼が行われたと推察。現在までに，飛
鳥地方以外で類似の遺構が発見された例は本遺跡のみであり，国
家北辺における地域支配の展開過程を知る上で重要な遺跡。

・�Ⅱ期官衙のほぼ正方形を成す平面形や規模，外郭に空閑地のある
構造は藤原宮がモデルと考えられるが，同様の空閑地は九州（豊
前国）の福原長者原官衙遺跡（7世紀末～8世紀中葉）にもみられ，
古代国家が日本列島の北辺と西辺において中央政府の威信を示そ
うとした意図が伺える。

・�Ⅱ期官衙は，1辺428mに及ぶ材木列を四周に巡らし，官衙の南方
には伽藍を擁する寺院を配置するなど，古代地方官衙の空間的ス
ケールを示す遺跡として重要であるとともに，古代における「日
本」という国の成り立ちに関わった，飛鳥時代の宮殿域（石組池・
石敷・槻の木の広場）を地方にあって体感できる貴重な遺跡。

・�古代の東北地方において，日本海側と太平洋側に対する政策の様
相は連動していると考えられ，律令国家成立期の東北地方に対す
る政策を知る上で貴重な遺跡。

・�西台畑・長町駅東遺跡などの集落や向山横穴墓群などの墓域，東山道（未発見）
などとも関連し，仙台平野南部に対して大きく影響を及ぼすとともに，現在の
宮城県域に止まらず，遺物等を通じて奥羽山脈の西側や北東北とも関連が窺わ
れ，広範囲に影響力を及ぼした重要な遺跡。

・�畿内産土師器（Ⅰ期官衙出土）からは畿内からの役人の派遣が，関東地方の特
徴を示す土師器からは関東からの移民が伺える。一方，本遺跡出土の黒色土器
と形状や調整方法の類似した土器が飛鳥石神遺跡で出土するなど，広域な地域
間交流が伺える遺跡。

・�Ⅱ期官衙の構造や建物配置は，日本最初の中国風都城である藤原宮がモデルと
考えられ，古代国家形成期における東アジアとの国際交流や文化伝播を考える
上で貴重な遺跡。

・�郡山廃寺は，東北地方で伽藍を有する最古段階の寺院であ
り，東アジアにおける仏教文化の広がりや，寺院の造営に
伴う建築・造瓦・工芸などの様々な技術の伝播を考える上
で重要な遺跡。

・�郡山は，名取川と広瀬川に囲まれ，河川交通や太平洋における海洋交通に適し
た地。飛鳥～奈良時代の官衙の設営に始まり，鎌倉時代の奥州合戦時には奥大
道（未発見）を源頼朝軍が通過したと考えられ，関ヶ原合戦では伊達政宗が北
目城（郡山遺跡に隣接）に陣を置き，現代でも東北地方の物流拠点として重要
な役割を果たした長町駅貨車操車場（長町ヤード）やＪＲ長町駅が位置。郡山
遺跡はこうした古代から現代に至る「物流の要衝としての郡山地区」のはじま
りを象徴。

土師器に刻書された
「名取」の文字

石組池

左：関東地方の特徴を示す土師器
中：畿内産土師器
右：東北地方の土師器（黒色土器）

藤原宮模型
(橿原市提供)

寺院の建物に葺かれた瓦

①東北古代史のはじまり
　を象徴する遺跡

②中央集権国家成立期の
北辺政策による遺跡

③東北地方から東アジアに及ぶ
　人・文化・技術の交流を示す遺跡
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第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

史跡地やその周辺地域には，史跡としての価値（本質的価値）に関わるかに限らず，時間経過の中で
様々な要素が混在しているため，史跡等を構成する要素を以下のように整理した。

２　史跡等を構成する要素

① 遺構・遺物

〇遺構：石組池跡 ,石敷 ,石組溝跡 ,掘立柱建物跡 ,材木列・板塀跡 ,竪穴建物跡 ,溝跡 ,

        基壇跡 ,　井戸跡　　　　　　

〇遺物：須恵器 (円面硯など ), 土師器 ,瓦 (鴟尾など ), 木簡 ,金属製品等

② その他

〇遺構間の空閑地など ,遺構が存在しない範囲を含む ,官衙としての空間的利用

③ 史跡の歴史的変遷にかかわる要素

〇古墳時代以前の遺構・遺物　　        〇平安～近世の遺構・遺物 

④ 保存管理・活用

〇郡山遺跡説明板　〇史跡標識　〇調査事務所　〇土地境界杭 (標 )　〇木柵・生垣

〇花壇　〇暫定整備遺構表示 (郡山廃寺跡 講堂跡・僧坊跡 )　〇居久根

⑤ その他

〇農耕地等：畑地 (ビニールハウス )

〇民家その他の建築物及び工作物：民家及び付属施設 ,

　学校施設 (校庭・プール (昭和 48 年建築 )等 ), 市の施設

〇道路等：市道 ,水路

〇その他の人工物：電柱・支線 ,埋設管 ,ゲートボール場 ,

　一時避難所の案内板 ,カーブミラー
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史跡地内　← →　史跡地外

① 遺構・遺物

〇遺構：掘立柱建物跡 ,材木列・板塀跡 ,竪穴建物跡 ,竪穴住居跡・竪穴建物跡 ,溝跡等　　　　　　

〇遺物：須恵器 ,土師器 ,金属製品等

② その他

〇遺構間の空閑地など ,遺構が存在しない範囲を含む ,官衙としての空間的利用

③ 史跡の歴史的変遷にかかわる要素

〇古墳時代以前の遺構・遺物　　        〇平安～近世の遺構・遺物
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④ 保存管理・活用

⑤ その他

〇民家その他の建築物及び工作物：民家及び付属施設 ,民間施設

　(商業施設・教育施設・神社等 ), 学校施設 (校舎・体育館・プール等 ),

　国の施設

〇その他の人工物：電柱・支線 ,埋設管 ,公園 ,駐車場 ,カーブミラー ,

　ガードレール ,信号機

〇歩道舗装を利用した遺構平面表示

　(Ⅱ期官衙外溝の北西隅部付近 )

〇郡山遺跡説明板

〇郡山中学校校舎内遺構復元表示

　(官人の居宅と考えられる建物群 )

〇道路等：市道 ,水路 ,私道

〇緑地等：神社林 ,街路樹　　　〇農耕地等：畑地
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第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

(1)史跡を構成する諸要素

史跡地内で，本質的価値を構成するもの （図4-2・4-3・4-4）

①地下に埋蔵されている遺構・遺物(出土遺物を含む)
　〇遺構：�石組池跡，石敷，石組溝跡，掘立柱建物跡，材木列・板塀跡，竪穴住居跡，溝跡，基壇

跡，井戸跡等
　〇遺物：�須恵器(円

えん
面
めん
硯
けん
など)，土師器，瓦(鴟

し
尾
び
など)，木簡，金属製品等

②遺構間の空閑地など，遺構が存在しない範囲を含む，官衙としての空間的利用

史跡地内で，本質的価値に準ずるもの

③史跡の歴史的変遷にかかわる要素
　〇古墳時代以前の遺構・遺物　　〇平安～近世の遺構・遺物

史跡地内で，本質的価値以外のもの （図4-5・4-6）　

④史跡の保存管理・活用に資する要素
　〇郡山遺跡説明板　　〇史跡標識　　〇調査事務所　　〇土地境界杭（標）
　〇木柵・生垣　　〇花壇　　〇暫定整備遺構表示（郡山廃寺跡　講堂跡・僧房跡）　
　〇居久根(いぐね)
　　�　政庁部分に位置するケヤキから成る屋敷林で，史跡地内に残る唯一の緑地。住宅化が進むこ
の区域において仙台近郊農村の伝統的な風景を織り成している。

　　�　現在生育するケヤキの木は，官衙と直接的なかかわりはないが，天武・持統朝においては飛
鳥寺の西の「斎

ゆ
槻
つき
の広場」で蝦夷等の服属儀礼が行われたとされ，石組池の傍らに所在するケ

ヤキ（＝槻）の木は，史跡の本質的価値の理解に資するものと位置づけられる。

⑤その他の要素　
　〇農耕地等
�　　　畑地（ビニールハウス）
　〇民家その他の建築物及び工作物
　�　　民家及び付属施設，学校施設（校庭・プール（昭和48年建築）等），市の施設　
　〇道路等
　�　　市道，水路
　〇その他の人工物
　�　　電柱・支線，埋設管，ゲートボール場，一時避難所の案内板，カーブミラー
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図4-2　史跡地内で，本質的価値を構成するもの

　(平成28年修正・都市計画基本図を加工)

郡山廃寺

外溝

大溝

材木列

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

方四町Ⅱ期官衙

正殿

南門

南方官衙

寺院東方建物群

寺院西方建物群

講堂基壇

僧房

（官人の居宅 ・Ⅱ期）

（倉庫群 ・Ⅱ期）

四面廂
付き建物

2×10間の
長大な建物

材木列

材木列

大溝

外溝

櫓状建物

櫓状建物

石組池

石敷

石組溝

北西門

南門

櫓状建物

(河川による浸食)

0 200m

凡　例

郡山遺跡

史跡地の範囲
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第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

図4-3　史跡地内で，本質的価値を構成するもの

石組池跡 石敷

石組溝跡 掘立柱建物跡（Ⅱ期官衙正殿）

掘立柱建物跡（Ⅱ期官衙南門）
・材木列跡(Ⅱ期官衙南辺)

材木列跡(Ⅱ期官衙南辺)
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図4-4　史跡地内で，本質的価値を構成するもの

軒丸瓦

土師器・須恵器
（Ⅱ期官衙出土遺物）

関東系土師器土師器・須恵器
（Ⅰ期官衙出土遺物）

井戸跡（郡山廃寺）

掘立柱建物跡（南方官衙）

掘立柱建物跡（櫓状建物）

畿内産土師器

円面硯・刀子・木簡

基壇跡（郡山廃寺講堂）

材木列跡・大溝跡（Ⅱ期官衙南辺）
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第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

図4-5　史跡地内で，本質的価値以外のもの

0 200m

居久根(いぐね)

郡山遺跡説明版

史跡標識

調査事務所

暫定整備(遺構平面表示・花壇)

生垣木柵

史跡の保存管理・活用に資する要素

農耕地等：畑地(ビニールハウス)

民家その他　　　民家及び付属施設
の建築物　　：　学校施設(校庭・プール等)
及び工作物　　　市の施設　
　　　　　　　　　　　

水路市道

電柱・支線・支柱

カーブミラーいっとき避難案内板

ゲートボール場

その他の要素

凡　例

史跡地の範囲

　(平成28年修正・都市計画基本図を加工)
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図4-6　史跡地内で，本質的価値以外のもの

ゲートボール場　

市の施設　

生垣

調査事務所

　居久根(いぐね)

カーブミラー　

電柱支線　

暫定整備遺構表示
(郡山廃寺跡・講堂跡)　

木柵

史跡標識

いっとき避難　案内板　

市道・電柱　

花壇・遺跡説明板　

土地境界標　

　郡山遺跡説明板
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第４章　仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値

(2)史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素（図4-7）
　

史跡地外で，本質的価値相当のもの

①地下に埋蔵されている遺構・遺物(出土遺物を含む)
　○遺構：掘立柱建物跡，材木列・板塀跡，竪穴住居跡，溝跡等
　〇遺物：須恵器，土師器，金属製品等
②遺構間の空閑地など，遺構が存在しない範囲を含む，官衙としての空間的利用

史跡地外で，本質的価値相当に準ずるもの

③史跡の歴史的変遷にかかわる要素
　〇古墳時代以前の遺構・遺物　　〇平安～近世の遺構・遺物　

史跡地外で，本質的価値相当以外のもの

④史跡の保存管理・活用に資する要素
　〇歩道舗装を利用した遺構平面表示（Ⅱ期官衙外溝の北西隅部付近）
　〇郡山遺跡説明板　　〇郡山中学校校舎内遺構復元表示（官人の居宅と考えられる建物群）
⑤その他の要素　
　〇緑地等
　　　神社林，街路樹
　〇農耕地等
　　　畑地
　〇民家その他の建築物及び工作物
　�　�　民家及び付属施設，民間施設（商業施設・教育施設・神社等），学校施設（校舎・体育館・プ
ール等），国の施設

　〇道路等
　　　市道，水路，私道
　〇その他の人工物
　　　電柱・支線，埋設管，公園，駐車場，カーブミラー，ガードレール，信号機
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図4-7　史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素

郡山遺跡説明板 郡山中学校校舎内遺構復元表示

歩道舗装を利用した遺構平面表示 郡山遺跡説明板

平安～近世の遺構・遺物 平安～近世の遺構・遺物

古墳時代以前の遺構・遺物 古墳時代以前の遺構・遺物

掘立柱建物跡（Ⅰ期官衙中枢部） 掘立柱建物跡（Ⅰ期官衙倉庫跡）
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第５章　現状・課題

保存・管理についての現状・課題を整理するにあたり，史跡指定の状況や本質的価値にかかわる要
素の分布状況から，郡山遺跡（一部西台畑遺跡を含む）を次の4つの地区に分類する。
(1)史跡地（図5-1�赤色部分）
�　「国史跡を目指す範囲」のうち，先行して指定された範囲。Ⅱ期官衙中枢部の石組池跡・石敷・
正殿，Ⅱ期官衙外郭施設（南辺）の材木列・大溝・外溝，郡山廃寺の講堂・僧房などが存在。
(2)将来指定を目指す範囲（図5-1�青色部分）
�　「国史跡を目指す範囲」のうちの未指定の範囲で，Ⅱ期官衙の中枢部から外郭南辺そして郡山廃
寺と繋がる区域。
(3)周辺の官衙域（図5-1�緑色部分）
　(2)の外側に広がるⅠ期・Ⅱ期官衙域。
(4)その他の地域（図5-1�黄色部分）
　(1)～(3)以外の郡山遺跡地内。

第５章　現状・課題

１　保存・管理

図5-1　史跡地の範囲と官衙域等　

　(平成28年修正・都市計画基本図を加工)

(1)史跡地の範囲

(4)その他の地域

(3)周辺の官衙域

(2)将来指定を目指す範囲
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保存・管理の現状・課題を図5-1の地区別に整理すると以下のようになる。

区分 保存・管理の現状 保存・管理の課題

⑴
史
跡
地

（ア）平成20年3月に策定した「保存管理計画」に基づき，
原則として史跡にとって必要な行為以外の現状変更は認
めていない。

（ア）引き続き史跡にとって必要な行為以外の現状変更は認め
ず，適切に史跡地を保存していく必要がある。

（イ）発掘調査していない箇所があり，Ⅱ期官衙(およびⅠ
期官衙)の構成が不明な部分や，遺構の保存状況が不明な
部分がある。

（イ）継続的・計画的な発掘調査を行う必要がある。
（ウ）調査研究を進め，史跡の全体像を明らかにする必要があ
る。

（ウ）公有化のタイミングは地権者の事情を尊重しており，
一体的な整備まで時間がかかる。

（エ）地権者の同意の上，条件が整い次第順次公有化する必要
がある。
（オ）整備の開始時期については，整備基本計画策定の中で検
討していく必要がある。また，一体的な整備を実施するまで
に，区分けした上で順次整備を行うことなどを検討する必要
がある。

（エ）公有化した土地は未整備であり，市が維持管理を行
っている。
（オ）公有地の増加と共に除草・剪定等の維持管理費が増
大しており，予算内では充分な対応をすることが難しい。

（カ）地域住民の指摘等によって問題点を把握する場合も多
く，より細やかな見回り等が必要である。
（キ）維持管理予算を確保する必要がある。

（カ）道路によって史跡地が分断されているため，史跡の
スケール感が伝わりづらい。
（キ）道路下の遺構の有無や保存状況が確認できない。

（ク）史跡の一体的な整備に向けて道路の取扱に係る協議が必
要である。

（ク）市有地には学校用地，他部局の管理地を含んでおり，
当該地については発掘調査をする機会が少なく，遺構の
保存状況が不明な部分がある。

（ケ）史跡の一体的な整備に向けて学校用地，他部局管理地の
取扱に係る協議が必要である。

（ケ）大雨時に指定地が冠水することがある。 （コ）排水のための施設が必要である。

⑵
将
来
指
定
を
目
指
す
範
囲

（ア）平成20年3月に策定した「保存管理計画」に基づき，
開発の計画段階で協議を行い，地下遺構が極力破壊され
ることがないよう協力を求めている。

（ア）公有化できず，開発行為が行われる場合は，引き続き，
遺構面を保存できる工法にするなどの協力を得る必要があ
る。

（イ）発掘調査していない箇所があり，Ⅱ期官衙(およびⅠ
期官衙)の構成が不明な部分や，遺構の保存状況が不明な
部分がある。

（イ）史跡指定および公有化後，継続的・計画的な発掘調査を
行う必要がある。
（ウ）調査研究を進め，史跡の全体像を明らかにする必要があ
る。

（ウ）公有化のタイミングは地権者の事情を尊重しており，
予算確保と地権者の買取希望の時期の調整が難しい。

（エ）地権者の同意の上，条件が整い次第順次公有化する必要
がある。
（オ）整備の開始時期については，整備基本計画策定の中で検
討していく必要がある。また，一体的な整備を実施するまで
に，区分けした上で順次整備を行うことなどを検討する必要
がある。

（エ）地権者の世代交代や，売買による新規住民が増加し
ており，史跡についての理解が得られていない場合がある。（カ）情報発信を強化していく必要がある。

（オ）道路によって史跡を目指す範囲が分断されているた
め，史跡のスケール感が伝わりづらい。
（カ）道路下の遺構の有無や保存状況が確認できない。

（キ）史跡の一体的な整備に向けて道路の取扱に係る協議が必
要である。

（キ）企業有地を含んでおり，当該地については発掘調査
をする機会が少なく，遺構の保存状況が不明な部分がある。

（ク）史跡の一体的な整備に向けて企業有地の取扱に係る協議
が必要である。

⑶
周
辺
の
官
衙
域
・
⑷
そ
の
他
の
地
域

（ア）発掘調査していない箇所があり，Ⅱ期官衙(およびⅠ
期官衙)の構成が不明な部分や，遺構の保存状況が不明な
部分がある。

（ア）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積し，分析していくと
ともに，必要に応じて範囲確認調査の対象とする必要がある。
（イ）調査研究を進め，史跡の全体像を明らかにする必要があ
る。

（イ）開発傾向が続いており，平成20年3月に策定した「保
存管理計画」に基づいて開発の計画段階で協議を行い，地
下遺構が極力破壊されることがないよう協力を求めてい
るが，調整が付かず記録保存のみとなる場合も多い。

（ウ）「将来指定を目指す範囲」外で重要遺構が見つかった場合
にも，史跡化・公有化を検討する必要がある。
（エ）史跡および周辺の包蔵地の重要性をより一層周知すると
ともに，事業者に対してより一層の協力を求める必要がある。

（ウ）公有化を伴う「将来指定を目指す範囲」の拡大は地権
者の事情等により難しい場合が多い。

（オ）「将来指定を目指す範囲」については調査の進展を待って
再検討する必要がある。

（エ）地権者の世代交代や，売買による新規住民が増加し
ており，史跡についての理解が得られていない場合がある。（カ）情報発信を強化していく必要がある。

（オ）学校用地や公共施設が所在し,当該地については発掘
調査をする機会が少ない。

（キ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積し，分析していくと
ともに，必要に応じて範囲確認調査と対象とする必要がある。
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第５章　現状・課題

また，保存・管理の現状・課題を「史跡を構成する諸要素」別に整理すると以下のようになる。

地区 分類 要素 保存・管理の現状 保存・管理の課題

史
跡
地
内

本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
も
の

遺構

（ア）発掘調査時は，遺構検出と一部遺構の半裁に留
めており，調査後は埋め戻して遺構を保存している。
（イ）遺構上に盛土は行っていない。
（ウ）地上に露出している遺構はなく，遺構の保存状
態を確認する機会は，発掘調査時以外にはない。
（エ）公有化した箇所については，年2回ほど除草を
行っているが，地上において遺構の位置・規模や，
官衙の様相がわかる状態ではない。

（ア）継続的・計画的な発掘調査を行う必要がある。
（イ）地下遺構を視覚化する整備については整備基
本計画策定の中で検討する必要がある。
（ウ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした
上で順次整備を行うことなどを検討する必要があ
る。

遺物

（オ）出土した遺物は，Ｒ3年度までは史跡地内に所
在する郡山遺跡発掘調査事務所において保管してい
たが，地震等の影響によりプレハブを解体したため，
遺物や調査記録類は市内に所在する収蔵庫に移動し
ている。
（カ）史跡地近辺に遺物の保管場所は確保できていな
い。

（エ）史跡近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示
等の機能を兼ねる）を整備する必要がある。

空閑地 （キ）発掘調査後は埋め戻して保存しているが，地上
において遺構と空閑地の区別がつく状態ではない。

（オ）地下遺構を視覚化する整備については整備基
本計画策定の中で検討する必要がある。
（カ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした
上で順次整備を行うことなどを検討する必要があ
る。

本
質
的
価

値
に
準
ず

る
も
の

官衙に関わる
時期以外の遺
構・遺物

（ク）発掘調査後は埋め戻して遺構を保存している。
（ケ）遺構上に盛土は行っていない。 （キ）継続的・計画的な発掘調査を行う必要がある。

本
質
的
価
値
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

郡山遺跡説明
板

（ア）重要な遺構が見つかった場所10箇所に，「史跡
名勝天然記念物標識等設置基準規則」に則った説明
板を設置し，地域住民の協力を得ながら維持管理し
ているが，老朽化によって文字や写真が見えづらい
ものがある。

（ア）老朽化したものについては更新が必要である。
（イ）整備基本計画の中でデザインの統一等につい
て整理を要する。

史跡標識
（イ）「史跡名勝天然記念物標識等設置基準規則」に則
った石製の標識を6箇所設置し，地域住民の協力を
得ながら維持管理している。

（ウ）設置箇所や設置数については整備基本計画の
中で整理する必要がある。

調査事務所
（ウ）地震等の影響によりＲ3年度まで使用していた
史跡地内のプレハブ事務所を解体・撤去し，仮設プ
レハブを拠点として調査を行っている。

（エ）ガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を
兼ねる）を整備するまでの調査事務所を確保する必
要がある。

土地境界杭
（標）

（エ）公有化の際に土地境界杭や境界標の確認・設置
を行っているが，「史跡名勝天然記念物標識等設置
基準規則」に則った史跡境界標は設置していない。

（オ）史跡境界標を設置する必要がある。

木柵・生垣
（オ）公有化した土地は木柵や生垣で囲んでおり，随
時修理や剪定を行っているが，老朽化が進んでいる
箇所もある。

（カ）老朽化したものについては更新が必要である。
（キ）史跡公園として整備するまでの維持管理施設
であり，整備基本計画の中で遮蔽施設について検
討を要する。

花壇 （カ）近隣学校の生徒・児童による植栽活動を行って
いるが，継続的な美化活動等にはつながっていない。

（ク）近隣学校等と連携した，継続的な美化活動等
につなげる方策を考える必要がある。

暫定整備遺構
表示（郡山廃
寺跡�講堂跡・
僧房跡）

（キ）調査事務所を設置している敷地内にブロック等
で遺構の位置や範囲を示しているが，あまり目立た
ない。

（ケ）周知の方法を工夫する必要がある。
（コ）史跡公園として整備するまでの暫定的な整備
の一部であり，整備基本計画の中で整備内容の検
討を要する。

居久根
(いぐね)

（ク）年に1回程度，市有地外にはみ出した枝の剪定
を行っているが，近隣の民有地に落葉等の影響がみ
られる。
（ケ）樹木の生長に伴い，倒木の可能性も考えられる。

（サ）間伐等が必要になる見込みである。

そ
の
他
の
要
素

農耕地等� （コ）畑地や民家はごくわずかとなっているが，公有
化のタイミングは地権者の事情を尊重しており，一
体的な整備まで時間を要する。

（シ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした
上で順次整備を行うことなどを検討する必要があ
る。民家その他の

建築物及び工
作物 （サ）学校施設・市の施設は，現在使用されている施

設である。

（ス）一体的な史跡公園としての整備を行うため，
将来的な取扱いについて協議・検討を要する。道路等

（シ）道路によって史跡地が分断されており，史跡の
スケール感が伝わりづらく，安全な見学動線が確保
できていない。

その他の人工
物 （ス）現在使用されている設備である。
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保存・管理の現状・課題を「史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素」別に整理すると以下のよ
うになる。

地区 分類 要素 保存・管理の現状 保存・管理の課題

史
跡
地
外

本
質
的
価
値
相
当
の
も
の

遺構

（ア）「将来指定を目指す範囲」の遺構につ
いては，開発の際に基礎工法の工夫を求
めるなどして保存しているが，それ以外
の場合は調査をして記録保存のみとなり，
遺構は残らない場合が多い。
（イ）調査をしていない箇所があり，遺構
の保存状況や官衙の構成が不明な部分が
ある。

（ア）「将来指定を目指す範囲」外で重要遺
構が見つかった場合にも，史跡化・公有
化を検討する必要がある。
（イ）史跡および周辺の包蔵地の重要性を
より一層周知するとともに，事業者に対
してより一層の協力を求める必要がある。
（ウ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積
し，分析していくとともに，場合によっ
ては範囲確認調査の対象とする必要があ
る。

遺物

（ウ）調査をしていない箇所があり，今後
出土遺物や調査記録類は増加すると考え
られるが，史跡地近辺に保管場所を確保
できていない。

（エ）史跡近辺にガイダンス施設（調査・収
蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する必
要がある。

空閑地 （エ）調査をしていない箇所があり，官衙
の構成が不明な部分がある。

（オ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積
し，分析していくとともに，場合によっ
ては範囲確認調査の対象とする必要があ
る。

本
質
的
価
値

相
当
に
準
ず

る
も
の 官衙に関わる時期

以外の遺構・遺物

（オ）開発の際に調査をして記録保存は行
っているが，遺構は残らない場合が多い。
（カ）出土遺物や調査記録類の保管場所を
史跡地近辺には確保できていない。

（カ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・
収蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する
必要がある。

本
質
的
価
値
相
当
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

歩道舗装を利用し
た遺構平面表示
（Ⅱ期官衙外溝北
西隅部付近）

（ア）歩道舗装を一部変えることで溝の位
置と規模を表示しており，歩道として管
理されている。

（ア）整備基本計画の中で全体の統一性等
について検討する必要がある。

郡山遺跡説明板　

（イ）3箇所（うち1箇所は公園内）設置し，
地域住民の協力を得ながら維持管理して
いるが，老朽化によって文字や写真が見
えづらいものがある。

（イ）老朽化したものについては更新が必
要である。
（ウ）整備基本計画の中でデザインの統一
等について整理を要する。

郡山中学校校舎内
遺構復元表示（官
人の居宅と考えら
れる建物群）

（ウ）中学校校舎の1階部分を柱のないピロ
ティとし，その場所で見つかった建物の
柱位置を復元表示しており，中学校の協
力を得ながら維持管理しているが，一部
床面の舗装に亀裂がみられる。

（エ）老朽化した部分については修繕を検
討する必要がある。

そ
の
他
の
要
素

緑地等 （エ）開発傾向が続いており，畑地等はご
くわずかになっている。
（オ）「将来指定を目指す範囲」の遺構につ
いては，開発の際に基礎工法の工夫を求
めるなどして保存しているが，それ以外
の場合は調査をして記録保存のみとなり，
遺構は残らない場合が多い。
（カ）調査をしていない箇所があり，遺構
の保存状況や官衙の構成が不明な部分が
ある。
（キ）道路によって史跡地が分断されてお
り，史跡のスケール感が伝わりづらく，
安全な見学動線が確保できていない。
（ク）地権者の世代交代や，売買による新
規住民が増加しており，史跡についての
理解が得られていない場合がある。

（オ）「将来指定を目指す範囲」外で重要遺
構が見つかった場合にも，史跡化・公有
化を検討する必要がある。
（カ）史跡および周辺の包蔵地の重要性を
より一層周知するとともに，事業者に対
してより一層の協力を求める必要がある。
（キ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積
し，分析していくとともに，場合によっ
ては範囲確認調査の対象とする必要があ
る。
（ク）一体的な史跡公園としての整備を行
うため，将来的な取扱いについて協議・
検討を要する。
（ケ）情報発信を強化していく必要がある。

農耕地等

民家その他の建築
物及び工作物

道路等

その他の人工物
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第５章　現状・課題

活用の現状・課題を整理すると以下のようになる。

２　活用

活用の現状 活用の課題

①
公
開

（ア）公有化した史跡地は公開しているが，遺構の表示や復元
展示は行っておらず，木柵・生垣越しに道路や歩道から説明
板等を見学する状態であるが，史跡地は道路で分断されてい
る。

（ア）史跡の本質的価値への理解を促す復元整備等の方法を検討する
必要がある。
（イ）史跡地内部まで見学できる状態に整備する必要がある。
（ウ）安全な見学動線を確保する必要がある。

（イ）史跡地の一部が周辺町内会のいっとき避難場所として活
用されている。

（エ）市街地において広大な空間を有する史跡地を，防災に資する場
としても活用する方法について検討する必要がある。

②
諸
施
設
の
設
置

（ア）震災の影響により，調査事務所で行っていた遺物の展示
が平成24年以降中断しており，見学者に史跡の性格(官衙の
役割等)や重要性が伝わりづらい。

（ア）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を兼
ねる）を整備する必要がある。

（イ）史跡地外の学校敷地内(郡山中学校ピロティ )で遺構の復
元展示を行っているほか，近隣学校で遺物の展示を行ってい
るが，学校施設は一般の見学者が自由に出入りできない（見
学希望者は事前に文化財課に連絡の上、職員同行で見学可）。
史跡近辺に展示・活用の拠点となる場所がないため，史跡に
ついて体系的に学びづらい。

（イ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を兼
ねる）を整備する必要がある。

（ウ）史跡地内に説明板を10ヶ所，史跡地外(包蔵地内)に説明
板を3ヶ所設置しているが，説明板は老朽化により文字や写
真が見えづらいものがある。

（ウ）老朽化したものについては更新が必要である。
（エ）整備基本計画の中でデザインの統一等について整理を要する。

（エ）駐車場・駐輪場，便益施設等がなく，最寄駅等から徒歩
でのアクセスに限られるなど，見学者にとっての利便性が低
い。

（オ）駅等と連携して表示や案内等を行う必要がある。
（カ）史跡の一体的な整備については整備基本計画策定の中で検討す
る必要がある。
（キ）徒歩・自転車等での見学コースの設定および，見学について案
内パンフレット等の作成を検討する必要がある。

③
立
案
・
宣
伝

（ア）郡山遺跡のパンフレットを作成し，希望者には文化財課
や調査事務所で配布しているほか，講座の際や現地案内時な
どに配布・活用しているが，史跡地で見学者が自由にパンフ
レットを得られる状態ではない。

（ア）無人でもパンフレットの配布が可能な設備等の設置を検討する
必要がある。

（イ）文化財課職員が希望者への現地案内や出前講座を行って
いるが，近隣住民を含め，史跡の認知度が十分とは言えない。

（イ）情報発信を強化していく必要がある。史跡地近辺にガイダンス
施設（調査・収蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する必要がある。

（ウ）他の遺跡と共に市のHPで遺跡の概要を紹介しているほ
か，郡山遺跡について書籍等で情報発信しているが，郡山官
衙遺跡群に特化した情報発信方法は少ない。

（ウ）史跡の性格や重要性が伝わるような，新たな情報発信の方法を
検討する必要がある。

（エ）年2回開催している文化財展や，史跡の最寄り駅である
ＪＲ長町駅の駅前プラザで遺物の展示を行っているが，展示
を行っていることの認知度が十分とは言えない。

（エ）情報発信を強化していく必要がある。
（オ）展示内容の充実や機会の増加を図る必要がある。

（オ）文化財課職員が近隣学校への出前授業等を行っているほ
か，史跡地内で近隣の学校と連携の上、花壇の整備を行って
いるが，史跡近隣の学校以外では教科書の内容と結びつきに
くく，出前授業等の機会が少ない。
（カ）教育旅行で郡山遺跡を訪れる学校がない。

（カ）出前授業の増加や整備への参加など，より一層学校との連携を
進める必要がある。
（キ）授業で扱いやすくなるような副教材等を作成する必要がある。
（ク）教育旅行で訪れやすくなるような取り組みや情報発信を行う必
要がある。

（キ）高校・大学が史跡と関わる機会が少ない。 （ケ）高校・大学との連携方法について検討する必要がある。
（ク）文化財課職員が希望者への現地案内や出前講座を行って
いるが，史跡が生涯学習の場となる機会は多くない。

（コ）史跡が生涯学習の場となるような取り組みやイベント等を検討
する必要がある。

（ケ）郡山遺跡出土遺物を他自治体の博物館等に貸し出して展
示しているが，市内外の古代の遺跡等との連携は進んでいない。

（サ）他自治体の博物館等と定期的な交流事業等を検討する必要があ
る。

（コ）仙台市内の遺跡ネットワーク化，関連遺跡のつながりや
遺跡ネットワークについて周知が必要である。

（シ）関連遺跡のつながりや遺跡ネットワークについてパンフレッ
ト・HP等を作成して広報する必要がある。

（サ）コロナ禍以前は，ＪＲ長町駅企画の「小さな旅」や，旅行
会社の団体訪問等も受け入れていたが，コロナ禍以降の県内・
県外からの来訪者としては，歴史に興味のある個人～少人数
の観光客の場合が多い。
（シ）海外からの来訪者に対応したパンフレットや説明板は未
整備である。

（ス）観光客にターゲットを絞った情報発信も行う必要がある。
（セ）海外からの来訪者に対応した多言語でのパンフレットや説明板
を整備する必要がある。

④
運
営

（ア）近隣住民が史跡と係る機会が少ない。 （ア）地域活動等で史跡地を活用する方法を検討する必要がある。

（イ）郡山遺跡に特化したボランティア組織等がない。 （イ）ボランティア組織を新たに養成，または既存団体の研修機会を
設ける必要がある。
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図5-2　郡山遺跡パンフレット（Ａ3表裏・折込）
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第５章　現状・課題

また，活用の現状・課題を「史跡を構成する諸要素」別に整理すると以下のようになる。
地区 分類 要素 活用の現状 活用の課題

史
跡
地
内

本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
も
の

遺構

（ア）公有化した箇所については，年2回ほど除草
を行っているが，地上において遺構の位置・規
模や，官衙の様相がわかる状態ではない。
（イ）文化財課職員が希望者への現地案内を行っ
ているが，史跡の認知度が十分とは言えない。
（ウ）史跡近辺に展示・活用の拠点となる場所が
ないため、史跡について体系的に学びづらい。

（ア）地下遺構を視覚化する整備については整備
基本計画策定の中で検討する必要がある。
（イ）一体的な整備を実施するまでに，区分けし
た上で順次整備を行うことなどを検討する必要
がある。
（ウ）情報発信を強化していく必要がある。
（エ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・
展示等の機能を兼ねる）を整備する必要がある。

遺物

（エ）出土した遺物の一部は仙台市博物館や近隣
の学校で展示を行っているほか，博物館等から
貸出希望があれば，遺物の貸出を行っているが，
震災の影響により，調査事務所で行っていた遺
物の展示が平成24年以降中断しており，見学者
に史跡の性格(官衙の役割等)や重要性が伝わりづ
らい。

（オ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・
展示等の機能を兼ねる）を整備する必要がある。

空閑地
（オ）公有化した箇所については，年2回ほど除草
を行っているが，地上において遺構の位置・規
模や，官衙の様相がわかる状態ではない。

（カ）地下遺構を視覚化する整備については整備
基本計画策定の中で検討する必要がある。
（キ）一体的な整備を実施するまでに，区分けし
た上で順次整備を行うことなどを検討する必要
がある。

本
質
的

価
値
に

準
ず
る

も
の

官衙に関わる時
期以外の遺構・
遺物

（カ）史跡（官衙）としてのパンフレット等は作成
しているが，遺跡の歴史的変遷については情報
発信が十分ではない。

（ク）多様な視点からの情報発信が必要である。

本
質
的
価
値
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

郡山遺跡説明板　
（ア）重要な遺構が見つかった場所に10箇所設置
しているが，老朽化によって文字や写真が見え
づらいものがある。

（ア）老朽化したものについては更新が必要であ
る。
（イ）整備基本計画の中でデザインの統一等につ
いて整理を要する。

史跡標識　 （イ）石製の標識を6箇所設置している。 （ウ）設置箇所や設置数については整備基本計画
の中で整理する必要がある。

調査事務所　

（ウ）震災の影響により，調査事務所で行ってい
た遺物の展示が平成24年以降中断しており，見
学者に史跡の性格(官衙の役割等)や重要性が伝わ
りづらい。

（エ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・
展示等の機能を兼ねる）を整備する必要がある。

土地境界杭（標）　
（エ）公有化の際に土地境界杭や境界標の確認・
設置を行っているが，現地で史跡範囲を認識し
づらい。

（オ）史跡境界標を設置して見学範囲の明示等に
つなげる必要がある。

木柵・生垣　
（オ）公有化した土地は木柵や生垣で囲んでいる
が，内部は未整備のため，自由に見学できる状
態ではない。

（カ）史跡公園として活用できるように整備する
必要がある。

花壇　
（カ）近隣学校の生徒・児童による植栽活動を行
っているが，その趣旨の周知が十分とは言えな
い。

（キ）周知の方法を工夫する必要がある。

暫定整備遺構表
示（郡山廃寺跡　
講堂跡・僧房跡）　

（キ）調査事務所を設置している敷地内にブロッ
ク等で遺構の位置や範囲を示しているが，その
旨の周知が十分とは言えない。

（ク））周知の方法を工夫する必要がある。
（ケ）史跡公園として整備するまでの暫定的な整
備の一部であり，整備基本計画の中で整備内容
の検討を要する。

居久根(いぐね)

（ク）史跡の理解にも資する要素であるが，その
旨の情報発信が十分ではない。
（ケ）住宅密集地における貴重な緑地であるが，
未整備のため自由に見学できる状態ではない。

（コ）多様な視点からの情報発信が必要である。
（サ）整備基本計画の中で整備手法を検討する必
要がある。

そ
の
他
の
要
素

農耕地等� （コ）畑地や民家はごくわずかとなっているが，
公有化のタイミングは地権者の事情を尊重して
おり，一体的に整備して活用可能になるまで時
間を要する。

（シ）一体的な整備を実施するまでに，区分けし
た上で順次整備を行うことなどを検討する必要
がある。民家その他の建

築物及び工作物
（サ）現在使用されている施設である。

（ス）一体的な史跡公園としての整備を行うため，
将来的な取扱いについて協議・検討を要する。道路等�

（シ）道路によって史跡地が分断されており，史
跡のスケール感が伝わりづらく，安全な見学動
線が確保できていない。

その他の人工物 （ス）現在使用されている設備である。
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活用の現状・課題を「史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素」別に整理すると以下のようにな
る。

地区 分類 要素 活用の現状 活用の課題

史
跡
地
外

本
質
的
価
値
相
当
の
も
の

遺構
（ア）記録保存した資料はあるが，史跡近辺
に展示・活用の拠点となる場所がないため，
史跡について体系的に学びづらい。

（ア）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・
収蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する
必要がある。

遺物

（イ）調査をしていない箇所があり，今後出
土遺物は増加すると考えられるが，史跡地
近辺に展示・活用の拠点となる施設を確保
できていない。

空閑地
（ウ）記録保存した資料はあるが，史跡近辺
に展示・活用の拠点となる場所がないため，
史跡について体系的に学びづらい。

本
質
的
価

値
相
当
に

準
ず
る
も

の 官衙に関わる時
期以外の遺構・
遺物

（エ）史跡（官衙）としてのパンフレット等は
作成しているが，遺跡の歴史的変遷につい
ては情報発信が十分ではない。

（イ）多様な視点からの情報発信が必要であ
る。

本
質
的
価
値
相
当
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

歩道舗装を利用
した遺構平面表
示（Ⅱ期官衙外
溝北西隅部付
近）

（ア）歩道舗装を一部変えることで溝の位置
と規模を表示しているが，近くに設置して
いる遺跡説明板を見ないと意図が伝わりに
くい。

（ア）ボランティアガイドによる案内等を検
討する必要がある。

郡山遺跡説明板　
（イ）3箇所設置している（うち1箇所は公園
内）が，老朽化によって文字や写真が見え
づらいものがある。

（イ）老朽化したものについては更新が必要
である。
（ウ）整備基本計画の中でデザインの統一等
について整理を要する。

郡山中学校校舎
内遺構復元表示
（官人の居宅と
考えられる建物
群）

（ウ）中学校校舎の1階部分を柱のないピロ
ティとし，その場所で見つかった建物の柱
位置を復元表示しているが，学校施設のた
め一般の見学者は自由に出入りできない。

（エ）中学校校舎内の遺構復元については，
学校側と協議の上，見学機会を増やす方法
を検討する必要がある。

そ
の
他
の
要
素

緑地等

（エ）近隣の住民が史跡と係る機会が少な
い。
（オ）近隣駅等からの距離は比較的近いが，
史跡地へのルートがわかりにくい。

（オ）情報発信を強化していく必要がある。
（カ）地域活動等で史跡地を活用する方法を
検討する必要がある。
（キ）ボランティア組織を新たに養成，また
は既存団体の研修機会を設ける必要があ
る。
（ク）駅等と連携して表示や案内等を整備す
る必要がある。

農耕地等
民家その他の建
築物及び工作物
道路等

その他の人工物
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第５章　現状・課題

整備の現状・課題を整理すると以下のようになる。

３　整備

整備の現状 整備の課題

保
存
の
た
め
の
整
備

（ア）本史跡は未整備である。
（イ）史跡地には公有地（学校用地・他部局管理地を含む）と
民有地（民家・畑地）があるが，整備可能な公有地は飛び地
状であるため，現状では史跡の全体像・スケール感がわか
りづらい。
（ウ）将来指定を目指す範囲の史跡指定および公有化が必要
なため，一体的な整備には時間を要する。

（ア）整備の開始時期については，整備基本計画策定の中で
検討していく必要がある。
（イ）公有化を進めるとともに，史跡の一体的な整備に向け
て学校用地，他部局管理地の取扱に係る協議が必要である。
（ウ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした上で順次
整備を行うことなどを検討する必要がある。

（エ）史跡地は道路により分断されており，現状では史跡の
全体像・スケール感がわかりづらい。

（エ）史跡の一体的な整備に向けて道路の取扱に係る協議が
必要である。

（オ）史跡地は住宅地内に位置し，公有地と民有地の境界が
入り組んでいる。

（オ）史跡の一体的な整備については整備基本計画策定の中
で検討する必要がある。

（カ）史跡地内には，公有化以前の土地利用の違いにより高
低差がある。 （カ）遺構の保護に適した造成工事が必要である。

（キ）大雨時に史跡地が冠水することがある。 （キ）排水のための施設整備が必要である。
（ク）年2回程度の除草や，年1回程度の樹木剪定を行ってい
る。樹木は生長に伴い，倒木の可能性も考えられる。

（ク）雑草や落葉の量に対して除草や剪定が十分ではない。
（ケ）樹木の間伐等が必要になる見込みである。

（ケ）Ｒ3年度まで史跡の保存・管理の拠点として使用して
いた発掘調査事務所が，地震等の影響により解体・撤去と
なったため，仮設プレハブを拠点として使用している。

（コ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の
機能を兼ねる）を整備する必要がある。

公
開
活
用
の
た
め
の
整
備

（ア）事務所敷地内に暫定整備として郡山廃寺跡の講堂・僧
房の位置表示を行っているが，史跡地内において遺構の復
元整備等は未実施である。
（イ）史跡地に隣接する中学校校舎の1階部分に遺構を復元
しているが，学校側と調整の上で見学が可能であり，常時
公開はしていない。
（ウ）現状では史跡の様相が伝わりづらい。

（ア）史跡の本質的価値への理解を促す復元整備の方法を検
討する必要がある。

（エ）史跡地・史跡周辺に説明板を計13ヶ所設置しているが，
史跡地近辺にガイダンス施設等は未整備である。見学者は
説明板等から情報を得ることができるが，史跡について体
系的に理解するための情報が不足している。

（イ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の
機能を兼ねる）を整備する必要がある。

（オ）史跡地・史跡周辺に駐車場・駐輪場，見学者用の便益
施設は未整備である。駐車場・駐輪場がないためアクセス
手段が徒歩等に限られる。
（カ）近隣駅等からの距離は比較的近いが，史跡地へのルー
トがわかりにくく，史跡地へ誘導する案内標識等は未整備
である。

（ウ）便益施設等の整備を含む史跡の一体的な整備について
は，整備基本計画策定の中で検討する必要がある。
（エ）駅等と連携して表示や案内板等を整備する必要があ
る。

（キ）公有地は民有地や道路により分断されており，安全な
見学動線を確保できていない。

（オ）史跡の一体的な整備に向けて道路の取扱に係る協議が
必要である。

（ク）整備可能な公有地は飛び地状であるため，現状では史
跡の全体像・スケール感がわかりづらい。

（カ）公有化を進めるとともに，一体的な整備を実施するま
でに，区分けした上で順次整備を行うことなどを検討する
必要がある。

（ケ）史跡地は住宅地内に位置し，公有地と民有地の境界が
入り組んでいるため，見学者が回遊しづらい。

（キ）史跡の一体的な整備については整備基本計画策定の中
で検討する必要がある。

（コ）東日本大震災の影響により，調査事務所で行っていた
遺物の展示が平成24年以降中断しているが，調査事務所は
史跡地内に所在しており，建て替えができない。

（ク）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の
機能を兼ねる）を整備する必要がある。

（サ）史跡地内には公有化以前の土地利用の違いにより高低
差があるため見学しづらい。 （ケ）遺構の整備に適した造成工事が必要である。

（シ）植栽等は行っていない。古代における自然環境を復元
するデータが不足している。

（コ）調査の際に自然科学分析を行うなど，データを蓄積す
る必要がある。他遺跡の事例等も援用し，植栽計画等を検
討する必要がある。

（ス）防災，防犯設備は未整備である。 （サ）将来的な防災・防犯設備の設置について検討する必要
がある。
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また，整備の現状・課題を「史跡を構成する諸要素」別に整理すると以下のようになる。

地区 分類 要素 整備の現状 整備の課題

史
跡
地
内

本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
も
の

遺構

（ア）遺構の復元整備等は未実施である。
（イ）地上において遺構の位置・規模や，官衙
の様相がわかる状態ではなく，史跡の性
格(官衙の役割等)や重要性が伝わりづらい。

（ア）地下遺構を視覚化する整備については整
備基本計画策定の中で検討する必要がある。
（イ）一体的な整備を実施するまでに，区分
けした上で順次整備を行うことなどを検討
する必要がある。

遺物

（ウ）史跡地近辺に展示・活用の拠点となる施
設は未整備である。
（エ）調査事務所で行っていた遺物の展示は，
震災の影響により平成24年以降中断してお
り，見学者に史跡の性格(官衙の役割等)や
重要性が伝わりづらい。

（ウ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収
蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する必要
がある。

空閑地
（オ）地上において遺構と空閑地の区別がつ
く状態ではなく，官衙の様相や史跡の全体
像がわかりづらい。

（エ）地下遺構を視覚化する整備については整
備基本計画策定の中で検討する必要がある。
（オ）一体的な整備を実施するまでに，区分
けした上で順次整備を行うことなどを検討
する必要がある。

本
質
的
価

値
に
準
ず

る
も
の

官衙に関わる時
期以外の遺構・
遺物

（カ）記録保存した資料はあるが，史跡近辺に
展示・活用の拠点となる施設が未整備のた
め，遺跡の歴史的変遷について学びづらい。

（カ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収
蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する必要
がある。

本
質
的
価
値
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

郡山遺跡説明板
（ア）重要な遺構が見つかった場所に10箇所設
置しているが，老朽化によって文字や写真
が見えづらいものがある。

（ア）老朽化したものについては更新が必要で
ある。
（イ）整備基本計画の中でデザインの統一等
について整理を要する。

史跡標識 （イ）石製の標識を6箇所設置している。 （ウ）設置箇所や設置数については整備基本計
画の中で整理を要する。

調査事務所
（ウ）地震等の影響によりＲ3年度まで使用し
ていた史跡地内のプレハブ事務所を解体・
撤去し，仮設プレハブを拠点としている。

（エ）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収
蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する必要
がある。

土地境界杭（標）

（エ）公有化の際に土地境界杭や境界標の確
認・設置を行っているが，「史跡名勝天然記
念物標識等設置基準規則」に則った史跡境界
標は未設置である。

（オ）史跡境界標を設置する必要がある。

木柵・生垣 （オ）公有化した土地は木柵や生垣で囲んでい
る。

（カ）史跡公園として整備するまでの維持管理
施設であり，整備基本計画の中で遮蔽施設
について検討を要する。

花壇 （カ）近隣学校の生徒・児童による植栽活動を
行っている。

（キ）史跡公園として整備するまでの暫定的な
整備の一部であり，整備基本計画の中で植
栽について整理を要する。

暫定整備遺構表
示（郡山廃寺跡　
講堂跡・僧房跡）　

（キ）調査事務所を設置している敷地内にブ
ロック等で遺構の位置や範囲を示している。

（ク）史跡公園として整備するまでの暫定的な
整備の一部であり，整備基本計画の中で整
備内容の検討を要する。

居久根(いぐね)

（ク）年に1回程度剪定を行っているが，樹木
の生長に伴い，倒木の可能性も考えられる。
（ケ）史跡の理解にも資する要素であり，住宅
密集地における貴重な緑地でもあるが，未
整備のため自由に見学できる状態ではない。

（ケ）間伐等が必要になる見込みである。
（コ）整備基本計画の中で整備手法を検討する
必要がある。

そ
の
他
の
要
素

農耕地等� （コ）畑地や民家はごくわずかとなっているが，
公有化のタイミングは地権者の事情を尊重
しており，一体的な整備まで時間を要する。

（サ）一体的な整備を実施するまでに，区分け
した上で順次整備を行うことなどを検討す
る必要がある。民家その他の建

築物及び工作物（サ）現在使用されている施設である。
（シ）一体的な史跡公園としての整備を行うた
め，将来的な取扱いについて協議・検討を
要する。

道路等�
（シ）道路等によって史跡地が分断されており，
史跡のスケール感が伝わりづらく，安全な
見学動線が確保できていない。

その他の人工物（ス）現在使用されている設備である。
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第５章　現状・課題

整備の現状・課題を「史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素」別に整理すると以下のようにな
る。

地区 分類 要素 整備の現状 整備の課題

史
跡
地
外

本
質
的
価
値
相
当
の
も
の

遺構
（ア）記録保存した資料はあるが，史跡近辺
に展示・活用の拠点となる施設が未整備の
ため，史跡について体系的に学びづらい。

（ア）史跡地近辺にガイダンス施設（調査・
収蔵・展示等の機能を兼ねる）を整備する
必要がある。

遺物

（イ）調査をしていない箇所があり，今後出
土遺物は増加すると考えられるが，史跡近
辺に展示・活用の拠点となる施設は未整備
である。

空閑地
（ウ）記録保存した資料はあるが，史跡近辺
に展示・活用の拠点となる施設が未整備の
ため，史跡について体系的に学びづらい。

本
質
的
価
値

相
当
に
準
ず

る
も
の

官衙に関わる時
期以外の遺構・
遺物

（エ）記録保存した資料はあるが，史跡近辺
に展示・活用の拠点となる施設が未整備の
ため，遺跡の歴史的変遷について学びづら
い。

本
質
的
価
値
相
当
以
外
の
も
の

保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

歩道舗装を利用
した遺構平面表
示（Ⅱ期官衙外
溝北西隅部付
近）

（ア）歩道舗装を一部変えることで溝の位置
と規模を表示している。

（ア）整備基本計画の中で全体の統一性等に
ついて検討する必要がある。

郡山遺跡説明板　
（イ）3箇所設置している（うち1箇所は公園
内）が，老朽化によって文字や写真が見え
づらいものがある。

（イ）老朽化したものについては更新が必要
である。
（ウ）整備基本計画の中でデザインの統一等
について整理を要する。

郡山中学校校舎
内遺構復元表示
（官人の居宅と
考えられる建物
群）

（ウ）中学校校舎の1階部分を柱のないピロ
ティとし，その場所で見つかった建物の柱
位置を復元表示している。

（エ）整備基本計画の中で全体の統一性等に
ついて検討する必要がある。

そ
の
他
の
要
素

緑地等
（エ）「将来指定を目指す範囲」については，
史跡指定および公有化が必要なため，一体
的な整備には時間を要する。
（オ）史跡地は住宅地内に位置し，公有地と
民有地の境界が入り組んでいるため，見学
者が回遊しにくい。
（カ）史跡周辺に駐車場・駐輪場，見学者用
の便益施設は未整備である。

（オ）整備の開始時期については，整備基本
計画策定の中で検討していく必要がある。
（カ）一体的な整備を実施するまでに，区分
けした上で順次整備を行うことなどを検討
する必要がある。
（キ）公有化を進めるとともに，史跡の一体
的な整備に向けて学校用地，他部局管理地，
道路の取扱に係る協議が必要である。
（ク）駅等と連携して表示や案内等を整備す
る必要がある。

農耕地等
民家その他の建
築物及び工作物
道路等

その他の人工物
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運営・体制の整備の現状・課題を整理すると以下のようになる。

４　運営・体制の整備

運営・体制の整備の現状 運営・体制の整備の課題

関係者・関係機関等と
の連携体制について

（ア）史跡の保存活用について，仙台市内部の関係
部局と意見交換等を行う機会が少ない。

（ア）一体的な史跡公園としての整備に向けて，仙
台市内部の関係部局と意見交換等を行う機会を設
ける必要がある。

（イ）学校や社会教育施設との連携事業は行ってい
る。

（イ）より一層連携する機会を増やすための取組が
必要である。

（ウ）関連する古代の遺跡や博物館施設，研究機関
等と連携する機会が少ない。

（ウ）関連する古代の遺跡や博物館施設，研究機関
等との連携体制について検討していく必要があ
る。

（エ）地域住民をはじめとした市民が史跡と関わる
機会が少ない。

（エ）地域住民をはじめとした市民が史跡の保存活
用により一層積極的に携われる工夫が必要であ
る。

保存活用計画の実施体
制について

（ア）日常管理は市で行っているが，地域住民から
の要望等によって問題点を把握する機会が多い。

（ア）より細やかな見回りや維持管理が必要であ
り，地域住民やボランティア団体等の参画を図る
必要がある。

（イ）史跡を保存活用する運営方法，体制の在り方
について検討が十分ではない。

（イ）今後の運営方法，人員体制の在り方等につい
て検討が必要である。
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第６章　本計画の基本理念・基本方針

仙台郡山官衙遺跡群は，文献史料に残らなかった官衙の存在が発掘調査によって明らかとなり，新
しい飛鳥時代像を投げかけた。その位置付けは，東アジア史の中における日本古代国家形成の過程の
一つとして捉えるべきものであり，スケールの壮大さは圧倒的である。

本史跡は，7世紀中頃より仙台平野の政治・軍事拠点として，また7世紀末葉には多賀城以前の陸
奥国府として，古代より陸奥国の中心であった。我々は，このことを仙台というまちの新たな原点や
郷土の誇り・宝として，また国民共有の歴史的文化遺産として，永く後世に継承していく必要がある。

本史跡は，仙台市南部の広域拠点である『あすと長町地区』の市街地に隣接しているほか，仙台城
跡や伊達政宗などと比べて身近なものとはいいがたい。このため，本史跡を将来にわたって継承して
いくためには，市民一人ひとりの理解と協力が不可欠である。

このため，今後，本史跡を，日本国の成り立ちといった壮大な歴史と仙台・東北との関わりや，古
代国家形成期の様相などを誰もが気軽に理解できる場にしたり，みどりの保全や防災面での貢献を行
うなど，現代の都市と共存できるよう保存・活用・整備を図っていく必要がある。

以上のことから，本計画の基本理念を「現代の都市と共存する古代国家の壮大な遺跡を市民の宝に」
とする。

第６章　本計画の基本理念・基本方針

１　基本理念

現代の都市と共存する
古代国家の壮大な遺跡を市民の宝に
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本計画の基本理念を実現するため，保存・管理，活用，整備，運営・体制整備の各項目について，
基本方針を以下のように定める。

【保存・管理】

①�国民共有の歴史的文化遺産として，市街地において史跡を恒久的に保存するため，計画的・継
続的な発掘調査に基づく情報をもとに，本質的価値を損なうことなく，適切な保存管理を行う。
②�史跡を郷土の誇りとして後世へ引き継げるよう，近隣住民や学校をはじめとした市民の理解と
協力のもと，市街地における市民生活との調和を図りながら保存管理を行う。
③遺構の恒久的な保存を図るため，引き続き史跡化・公有化を実施する。

【活用】

①�市街地における史跡の恒久的な保存に対して理解・協力を得るため，発掘調査に基づく情報を
もとに，本質的価値が正しく伝わるように，積極的に活用を行う。
②�史跡が市民にとっての宝となり，重要性が世界に発信されるように，近隣住民や学校をはじめ
とした市民の理解と協力を得て連携を図りながら活用を行うとともに，壮大な歴史の流れと史
跡との関わりが伝わるように，関連遺跡・機関と連携した活用や多様な情報発信を行う。
③�史跡の持つ歴史的意義をはじめ，地域性・国際性・環境的意義等を踏まえ，学校教育・生涯学
習の場(＝学びの場)，市民に親しまれる憩いの場や防災に資する場(＝親しむ場)，文化観光に資
する場(＝楽しむ場)など，多様な視点からの活用を行う。

【整備】

①�市街地において史跡を恒久的に保存するため，発掘調査に基づく情報をもとに，市民生活と調
和を図りながら保存のための整備を適切に行うとともに，史跡の保存に対する理解・協力を得
るための活用を行っていく上で必要となる整備を行う。また，人口減少社会を踏まえ，整備に
あたってはコスト意識に留意して進める。
②�発掘調査に基づく情報をもとに，古代国家の形成過程に位置付けられる史跡の壮大さが効果的
に伝わるような整備を行うとともに，史跡の様相やスケール，史跡の持つ地域性・国際性等を
通して，来訪者が郡山遺跡の3つの本質的価値や，飛鳥・奈良時代の歴史を体感できるような整
備を行う。
③�地域性・国際性・環境的意義等を含む本史跡の歴史的意義を踏まえた上で，多くの人に史跡の
重要性が理解される整備を行い，教育や学習の場とするとともに，市民に親しまれる憩いの場
や文化・観光・防災に資する場となるよう，バリアフリーをはじめ，来訪者の安心・安全に配
慮し，世代や障害の有無等に関らず，多様な人々が快適に見学できるような整備を行う。

【運営・体制整備】

①基本理念を実現するため，市の関連部局や，関連教育機関・専門機関等と連携した運営を行う。
②�将来にわたって史跡が守り伝えられていくように，近隣住民や学校をはじめとした市民の理解
と協力を得られるような関係を構築する。
③�多くの人が史跡を身近なものとし，運営に携わっていくことを通じて，持続可能な体制の整備
を図る。

２　基本方針
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第６章　本計画の基本理念・基本方針

基本理念
現代の都市と共存する古代国家の壮大な遺跡を市民の宝に

基本方針 方向性（方法）

保
存
・
管
理

①�発掘調査に基づく保存・管
理を行う
②�市民の理解と協力を得る
③�引き続き史跡化・公有化を
実施する

①�現状変更取扱基準の見直し，調査研究の計画的・
継続的な実施，史跡要素の一体的な保全に向けた
関係者との協議

②�土地所有者・地域住民・ボランティア等との協力，
史跡周辺の遺構・立地環境の維持に向けた協力依
頼，情報発信の強化

③�土地所有者の同意の上で順次史跡化・公有化，史
跡の周辺地域の史跡化・公有化の検討

活
用

①発掘調査に基づき活用する
②�多方面と連携し，多様な情
報発信を行う
③�多様な視点（学びの場・親
しむ場・楽しむ場）から活
用を行う

①史跡の本質的価値や歴史を体感できるような活用
②�地域住民や学校，ボランティア，各種NPO等との
積極的な連携・協働，多様な手法や多言語による
情報発信，市内遺跡のネットワーク化や古代の関
連遺跡とのつながり・交流の理解促進

③�歴史・郷土学習や総合的な学習などでの活用，創
造的活動の源泉となる多面的な活用，市民が親し
みや誇りを持てる活用，文化的観光資源や防災に
資する場としての活用

整
備

①�市民生活と調和を図りなが
ら，コスト意識に留意して
進める
②�史跡の壮大さ・本質的価値・
歴史を体感できるような整
備を行う
③�教育や学習の場，市民の憩
いの場，文化・観光・防災
に資する場とするととも
に，多様な人々が快適に見
学できるような整備を行う

【整備のテーマ】
１　郡山遺跡からはじまる東北古代史
２　水と緑に象徴される交流・憩いの場
【方向性】
⑴�保存のための整備…遺構の現地保存・保護，防災
設備の設置，史跡地の分断をなくし一体的な史跡
公園の整備など

⑵�公開活用のための整備…一体的な整備の実施前ま
での段階的・暫定的な整備の検討，史跡の様相や
スケールを体感できる整備，当時の植生の復元や
居久根（いぐね）を活かした整備，便益管理施設・
防犯設備・案内板等の設置，ガイダンス施設の整
備検討など

運
営
・
体
制
整
備

①�市関連部局・関連教育機関・
専門機関等と連携した運営
を行う
②�市民の理解と協力を得られ
るような関係を構築する
③�持続可能な体制を整備する

①�まちづくり計画，道路整備部門，区役所，学校教育
機関，社会教育機関，各種専門機関との連携強化

②�史跡を歴史があり誇るべきものとの認識を共有で
きる機会や手法の検討

③�ボランティアの養成や民間事業者等との連携等を
通じた体制の充実

図6-1　構成図
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上記の基本方針を達成するため，保存・管理の方向性を以下のように整理する。

①「発掘調査に基づく保存・管理」に向けた方向性
◦　�史跡の保存・管理にあたっては，平成20年策定の「保存管理計画」で定められた現状変更取
扱基準を本計画において見直したうえで行う。

◦　�適切な保存・管理や活用・整備を行うためには調査研究の進展が不可欠であるため，史跡の全
体像解明へ向けた調査研究を計画的・継続的に進める。　

◦　�史跡地内および将来指定を目指す範囲に所在する，史跡の本質的価値を構成する要素の一体的
な保存を図ることを念頭に，その他の要素（建築物・道路等）の将来的な取り扱いについて関係
者や関係機関と協議を図っていく。

②「市民の理解と協力」に向けた方向性
◦　�史跡地内は，管理団体である仙台市が土地所有者とも協力しながら，史跡として相応しい適切
な保存・管理に努める。

◦　�史跡地内の維持管理にあたっては，地域住民やボランティアなど，多方面からの協力を得られ
るような取り組みの促進を図る。

◦　�史跡の保存が所有者の利用を損ねたり，居住者の生活に支障をきたすような状況が生じた場合
には，その土地の取扱いについて関係者と協議する。

◦　�将来指定を目指す範囲や周辺の官衙域，その他の地域については，遺構及び周辺の立地環境が
可能な限り維持されるよう，関係者に協力を求める。

◦　�史跡の保存・管理について広く理解が得られるよう，情報発信の強化に努める。
③「史跡化・公有化」に向けた方向性
◦　�遺跡の恒久的な保存に向け，史跡地内および将来指定を目指す範囲内に位置する個人所有地に
ついては，土地所有者の同意の上，条件が整い次第順次史跡化・公有化を目指す。

◦　�周辺の官衙域やその他の地域での発掘調査において，史跡の本質的価値に関わる重要遺構が見
つかった場合は，史跡化・公有化を検討する。

第７章　保存・管理

１　保存・管理の方向性

【保存・管理の基本方針】（84ページより）
①�国民共有の歴史的文化遺産として，市街地において史跡を恒久的に保存するため，計画的・継
続的な発掘調査に基づく情報をもとに，本質的価値を損なうことなく，適切な保存管理を行う。
②�史跡を郷土の誇りとして後世へ引き継げるよう，近隣住民や学校をはじめとした市民の理解と
協力のもと，市街地における市民の生活との調和を図りながら保存管理を行う。
③遺構の恒久的な保存を図るため，引き続き史跡化・公有化を実施する。
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第７章　保存・管理

71ページで分類した4つの地区（次ページに再掲載）に対し，保存管理の方法を定める。

(1)史跡地（図7-1�赤色部分）
�　「国史跡を目指す範囲」のうち，先行して指定された範囲。Ⅱ期官衙中枢部の石組池跡・石敷・
正殿，Ⅱ期官衙外郭施設（南辺）の材木列・大溝・外溝，郡山廃寺の講堂・僧房などが存在。
【保存・管理方法】
①�遺構の維持保全を図るため，現状変更取扱基準（95ページ参照）に則り，遺構に影響を与える行
為を厳しく制限する。
②�発掘調査は必要最低限の範囲で行う。見つかった遺構は埋め戻して現地保存するとともに，材木
列等，毀損及び脆弱化の恐れのある遺構については，必要に応じて保存措置を行う。出土遺物は
必要に応じて保存措置を行い，図面・写真等とともに収蔵施設で適切に保管する。
③�史跡地内に所在する建築物・道路等の将来的な取り扱いについて，関係者や関係機関と協議をす
る機会を設ける。
④�日常的な維持管理は主として仙台市が行い，積極的に地域やボランティア等の協力も得られるよ
う努める。
⑤良好な景観の維持や，遺構の保存上影響を及ぼす恐れのある樹木・雑草の維持管理を行う。
⑥排水設備の設置など，大雨時の冠水対策を行う。
⑦公有化した範囲は必要に応じて囲いを設置し，史跡境界標を埋設する。

(2)将来指定を目指す範囲（図7-1�青色部分）
�　「国史跡を目指す範囲」のうちの未指定の範囲で，Ⅱ期官衙の中枢部から外郭南辺そして郡山廃
寺と繋がる区域。
【保存・管理方法】
�　史跡地と同等と位置付け，今後も発掘調査を計画的に行って全容解明に努め，可能な限り追加指
定を目指す。調査及び保存にあたっては，地権者・地域住民や建築物・道路等の所有者・管理者に
対して広く理解が得られるよう，情報発信や協議に努める。

(3)周辺の官衙域（図7-1�緑色部分）
　（2）の外側に広がるⅠ期・Ⅱ期官衙域。
【保存・管理方法】
�　文化財保護法の「周知の埋蔵文化財包蔵地」の取扱い（91ページ「文化財関係届出・申請の流れ」
参照）となるが，(2)とともに官衙を構成する重要な区域であり，理解が得られるような情報発信に
努めた上で，開発計画等により遺構に影響が及ばないように基礎工事を浅くするなど，関係者へ保
存に向けた協力を求めていく。また，必要に応じて範囲確認調査の対象とし，郡山遺跡の性格を決
定付けるような重要な遺構等が発見された場合には，追加指定を検討する。

２　保存・管理の方法
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史跡仙台郡山官衙遺跡群保存活用計画

(4)その他の地域（図7-1�黄色部分）
　（1）～（3）以外の郡山遺跡地内。
【保存・管理方法】
�　文化財保護法の「周知の埋蔵文化財包蔵地」の取扱い（91ページ「文化財関係届出・申請の流れ」
参照）となるが，開発計画等により遺構に影響が及ぶような場合には，理解が得られるような情報
発信に努めた上で，極力保存できるように協力を求めていく。また，郡山遺跡の性格を決定付ける
ような重要な遺構等が発見された場合には，追加指定を検討する。

図7-1　史跡地の範囲と官衙域等　

　(平成28年修正・都市計画基本図を加工)

0 200m

(1)史跡地の範囲

(4)その他の地域

(3)周辺の官衙域

(2)将来指定を目指す範囲

凡　例
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第７章　保存・管理

史跡を構成する諸要素ごとの保存・管理の方法
地区 分類 要素 保存・管理の方法

史
跡
地
内

本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
も
の

遺構

（ア）継続的・計画的な発掘調査を行い，史跡の全体像解明に努めるとともに，
見つかった遺構は埋め戻して保存する（必要に応じて盛土による保護を行う）。
（イ）整備基本計画策定の中で地下遺構を視覚化する整備について検討し，
地上において遺構の位置・規模や，官衙の様相がわかる状態にする。
（ウ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした上で順次整備を行うこと
などを整備基本計画策定の中で検討し，整備を行うまでは引き続き除草等
を行う。

遺物
（エ）整備基本計画策定の中でガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を
兼ねる）の整備について検討し，将来的には史跡近辺での遺物や調査記録類
の保管を可能にする。それまでは，市内に所在する収蔵庫にて保管する。

空閑地

（オ）整備基本計画策定の中で地下遺構を視覚化する整備について検討し，
地上において遺構と空閑地の区別がつく状態にする。
（カ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした上で順次整備を行うこと
などを整備基本計画策定の中で検討し，整備を行うまでは引き続き除草等
を行う。

本
質
的

価
値
に

準
ず
る

も
の 官衙に関わる時期以

外の遺構・遺物
（キ）史跡地の歴史的変遷を明らかにするためにも，継続的・計画的な発掘
調査を行う。

本
質
的
価
値
以
外
の
も
の

史
跡
の
保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

郡山遺跡説明板　

（ア）維持管理は引き続き地域住民の協力を得ながら文化財課が行い，老朽
化したものについては随時更新する。
（イ）整備基本計画策定の中でデザインの統一等について整理し，設置個所
や設置数についても再整理する。

史跡標識　
（ウ）維持管理は引き続き地域住民の協力を得ながら文化財課が行い，整備
基本計画策定の中で，設置箇所や設置数について整理した上で，新規設置
や移設等を行う。

調査事務所　
（エ）整備基本計画策定の中でガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を
兼ねる）の整備について検討する。史跡近辺に施設を整備するまでの調査事
務所を確保する。

土地境界杭（標）　（オ）公有化した範囲については，史跡境界標を設置する。

木柵・生垣　
（カ）引き続き維持管理や剪定を行い，老朽化したものについては随時更新
する。
（キ）整備基本計画策定の中で遮蔽施設について検討する。

花壇　 （ク）一体的な整備や区分けした上での整備を行うまでは，引き続き近隣学
校や地域住民の協力を得ながら花壇の整備を行う。

暫定整備遺構表示
（郡山廃寺跡　講堂
跡・僧房跡）

（ケ）引き続き維持管理を行うとともに，説明板を設置するなど，周知の方
法を工夫する。
（コ）整備基本計画策定の中で整備内容や整備方法について検討する。

居久根(いぐね) （サ）引き続き伸長した枝の剪定等の維持管理を行うとともに，樹木の生長
に伴う倒木の可能性を考慮し，必要に応じて間伐等を行う。

そ
の
他
の
要
素

農耕地等� （シ）史跡の保存が所有者の利用を損ねたり，居住者の生活に支障をきたすよ
うな状況が生じた場合には，その土地の取扱いについて関係者と協議する。
（ス）所有者の同意の上，条件が整い次第順次公有化し，遺構の恒久的な保
存を図る。
（セ）一体的な整備を実施するまでに，区分けした上で順次整備を行うこと
などを整備基本計画策定の中で検討する。

民家その他の建築物
及び工作物

（ソ）一体的な史跡公園としての整備を行うため，将来的な取扱いについて
関係機関と協議・検討を行う。

道路等�

その他の人工物
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史跡地の周辺地域の環境を構成する諸要素ごとの保存・管理の方法
地区 分類 要素 保存・管理の方法

史
跡
地
外

本
質
的
価
値
相
当
の
も
の

遺構

（ア）「将来指定を目指す範囲」外で重要遺構が見つかった場合にも，史跡化・
公有化を検討する。
（イ）史跡および周辺の包蔵地の重要性をより一層周知するとともに，遺構に
影響が及ばないよう，関係者に対してより一層の協力を求める。
（ウ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積・分析するとともに必要に応じて範
囲確認調査の対象とし，史跡の全体像解明に努める。

遺物

（エ）整備基本計画策定の中でガイダンス施設（調査・収蔵・展示等の機能を
兼ねる）の整備について検討し，将来的には史跡近辺での遺物や調査記録類
の保管を可能にする。それまでの間，調査記録類や出土遺物は市内に所在す
る収蔵庫にて保管する。

空閑地 （オ）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積・分析するとともに必要に応じて範
囲確認調査の対象とし，史跡の全体像解明に努める。

本
質
的
価

値
相
当
に

準
ず
る
も

の 官衙に関わる時期以
外の遺構・遺物

（カ）史跡地内出土遺物や調査記録類とともに保管する。保管場所については，
整備基本計画策定の中で史跡地近辺にガイダンス施設（調査・収蔵・展示等
の機能を兼ねる）を整備することについて検討する。

本
質
的
価
値
相
当
以
外
の
も
の

史
跡
の
保
存
管
理
・
活
用
に
資
す
る
要
素

歩道舗装を利用した
遺構平面表示（Ⅱ期
官衙外溝北西隅部付
近）

（ア）維持管理は引き続き歩道の管理を担当する部署が行う。
（イ）整備基本計画策定の中で，史跡地外の表示を含めた全体の統一性等につ
いて検討する。

郡山遺跡説明板　

（ウ）維持管理は引き続き地域住民の協力を得ながら文化財課が行い，老朽化
したものについては随時更新する。
（エ）整備基本計画策定の中でデザインの統一等について整理し，設置箇所や
設置数についても再整理する。

郡山中学校校舎内遺
構復元表示（官人の
居宅と考えられる建
物群）

（オ）維持管理は引き続き中学校の協力を得ながら文化財課が行い，整備基本
計画策定の中で，修繕および史跡地外の表示を含めた全体の統一性等につい
て検討する。

そ
の
他
の
要
素

�緑地等 （カ）「将来指定を目指す範囲」外で重要遺構が見つかった場合にも，史跡化・
公有化を検討する。
（キ）史跡および周辺の包蔵地の重要性をより一層周知するとともに，遺構に
影響が及ばないよう，関係者に対してより一層の協力を求める。
（ク）開発行為に伴う発掘調査結果を蓄積・分析するとともに必要に応じて範
囲確認調査の対象とし，史跡の全体像解明に努める。
（ケ）一体的な史跡公園としての整備を行うため，将来的な取扱いについて関
係機関と協議・検討を行う。
（コ）情報発信を強化し，世代交代した地権者や，売買によって増加した新規
住民の史跡への理解を得る。

農耕地等
民家その他の建築物
及び工作物
道路等

その他の人工物
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現状変更等：史跡の現状を変更する行為および，保存に影響を及ぼす行為。

文化財保護法では，史跡に関して現状変更等の制限及び原状回復に関して規定しており，史跡
地内においては，現状変更及び保存に影響を及ぼす行為に関して厳しい制限がかかってる。史跡
地内における建造物や工作物の設置・撤去や木の伐採等，地上・地下において現状を変更する行
為が許可申請の対象となる。

３　現状変更等の取扱い基準
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文化財保護法施行令第５条第４項に基づき仙台市が許可及びその取消し並びに停止命令を行う現状変更等

許可事務の範囲 許可事務範囲の説明

イ
・�小規模建築物で２年以内の期間を限って設置されるもの
の新築・増築又は改築

・�小規模建築物：階数が２以下で、かつ、地階を有しな
い木造又は鉄骨造の建築物で、建築面積が120㎡以下
のもの（増築又は改築にあつては、増築又は改築後の
建築面積）

ロ

・�小規模建築物の新築、増築又は改築（増築又は改築にあ
つては、建築の日から50年を経過していない小規模建
築物に係るものに限る。）であって、指定に係る地域の面
積が150ha以上である史跡名勝天然記念物に係る都市
計画法（昭和43年法律第100号）第８条第１項第１号の
第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域又は
田園住居地域におけるもの

・�小規模建築物：階数が２以下で、かつ、地階を有しな
い木造又は鉄骨造の建築物で、建築面積が120㎡以下
のもの（増築又は改築にあつては、増築又は改築後の
建築面積）

※仙台郡山官衙遺跡群の指定面積は約4.5haのため本項は該当しない

ハ

・�工作物の設置若しくは改修（改修にあつては、設置の日
から50年を経過していない工作物に係るものに限る。）
・�道路の舗装若しくは修繕（それぞれ土地の掘削、盛土、
切土その他土地の形状の変更を伴わないものに限る。）

工作物：建築物を除く

ニ
・�法第115条第１項に規定する史跡名勝天然記念物の管理
に必要な施設の設置又は改修

・�法第115条第1項：（史跡名勝天然記念物の管理団体
は、）文部科学省令の定める基準により、史跡名勝天然
記念物の管理に必要な標識、説明板、境界標、囲いそ
の他の施設を設置しなければならない。

・�法第120条及び第172条第５項において準用する場合
を含む。

ホ
・�電柱、電線、ガス管、水管、下水道管その他これらに類
する工作物の設置又は改修

ヘ ・建築物等の除却
・�建築又は設置の日から50年を経過していない建築物
等に係るものに限る。

ト ・木竹の伐採
・�名勝又は天然記念物の指定に係る木竹については、危
険防止のため必要な伐採に限る。

チ ・史跡名勝天然記念物の保存のため必要な試験材料の採取

リ

・�天然記念物に指定された動物の個体の保護若しくは生息状況の調査又は当該動物による人の生命若しくは身体に対
する危害の防止のため必要な捕獲及び当該捕獲した動物の飼育、当該捕獲した動物への標識若しくは発信機の装着
又は当該捕獲した動物の血液その他の組織の採取
※仙台郡山官衙遺跡群は本項の該当なし

ヌ
・�天然記念物に指定された動物の動物園又は水族館相互間における譲受け又は借受け
※仙台郡山官衙遺跡群は本項の該当なし

ル
・天然記念物に指定された鳥類の巣で電柱に作られたもの（現に繁殖のために使用されているものを除く。）の除却
※仙台郡山官衙遺跡群は本項の該当なし

ヲ

・�イからルまでに掲げるもののほか、史跡名勝天然記念物の指定に係る地域のうち指定区域（当該史跡名勝天然記念
物の管理計画を都道府県の教育委員会（当該管理計画が市の区域（管理団体が当該都道府県である史跡名勝天然記念
物の指定に係る地域内の区域に限る。）又は町村の区域（次条第七項に規定する特定認定市町村である町村であつて
同条第二項に規定する事務を行うこととされたものにあつては、管理団体が当該都道府県である史跡名勝天然記念
物の指定に係る地域内の区域に限る。）を対象とする場合に限る。）又は市の教育委員会（当該管理計画が市の特定区
域を対象とする場合に限る。）が定めている区域のうち当該都道府県又は市の教育委員会の申出に係るもので、現状
変更等の態様、頻度その他の状況を勘案して文化庁長官が指定する区域をいう。）における現状変更等
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史跡地近辺で工事等を行う際のフローチャート

　史跡仙台郡山官衙遺跡群内や近い場所で以下のような行為を行う場合，
　①住宅を新築する，撤去して建て替える，改築する
　②小屋，塀，柵，テント，看板などの工作物を設置する，除去する
　③道路の舗装，修繕を行う
　④電柱，電線，ガス管，水道管などの工事をする
　⑤木竹を伐採する，伐根する

現
状
変
更
等

仙台市文化財課に史跡地に該当するか確認

史跡地に該当する

現状変更等
可

仙台市文化財課
に現状変更申請
書を提出

仙台市文化財課
の立会いのもと
現状変更を行う

遺跡の範囲に
該当しない

着工可能 地面を掘削する場合，
「発掘届」を提出(※2・3)

仙台市文化財課と
工事等の内容について協議

史跡地に該当しない

現状変更等
不可

工事等の内容
変更(★)に
ついて再協議

郡山遺跡など，遺跡の
範囲に該当する(※1)

提出後の流れについては91ページ参照

★�再協議が整わない
場合，現状変更等
が許可されない場
合あり。

※1�史跡を目指す範囲の場合は別途協議が必要。
　
※2�住宅改築の際に屋内の工事のみ行う場合や，
樹木を根元で伐採する場合など,地面の掘削
を伴わない場合は，「発掘届」の提出不要。　

※3�住宅の解体時や，樹木の伐根時は「発掘届」
の提出は不要だが，過去の発掘調査の結果，
重要な遺構が見つかっている(見つかる可能
性が高い)場所については，文化財課が立会
う場合あり。
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(1)史跡地
【現状変更等の取扱に係るこれまでの経緯】
�　史跡仙台郡山官衙遺跡群の本質的価値を構成する諸要素としては，地下に埋蔵されている遺構・
遺物が対象となり，それらについて適切に保存するため，「仙台郡山官衙遺跡群保存管理計画書」（平
成20年3月）を策定し，文化財保護法に基づいた取扱いをすることとして現状変更の取扱基準を定
め，これまで保存・管理を行ってきた。
�　取扱基準については，土地所有区分を考慮し，地区区分（①民有地，②学校用地，③市有地・国
有地）を行っており，現状変更許可の申請があった場合，その判断にあたって事前の発掘調査を実
施することがあると定めている。
�　保存管理計画策定後，公有化が進んだことで民有地が減少し，市有地が増加していることに伴い，
現状変更についても，市有地で文化財課が実施した保存・管理，活用等に伴う事例が大半を占めて
いる(表7-1)。

表7-1　保存管理計画策定後の現状変更　件数及び概要
【平成20年度～令和5年度】

民有地 学校用地
市有地

計
文化財課管理地 他部局

管理地

買上に伴
う解体撤
去・樹木
伐採

フェンス
設置

中学校プー
ル・水道管・
ブロック塀
等

木柵
設置

標識・説
明板設置

発掘調査
（範囲確
認・深さ
確認調査）

植栽（暫
定整備）

木竹剪
定・伐採

工作物（電
柱・水路・
埋設管等）
撤去・修繕

建物
解体
撤去

Ｈ20 3 1 2 1 7

Ｈ21 1 1

Ｈ22 0

Ｈ23 1 1 1 1 1 5

Ｈ24 1 1

Ｈ25 1 1

Ｈ26 1 1

Ｈ27 1 1 2

Ｈ28 1 1 2

Ｈ29 2 1 1 4

Ｈ30 2 1 1 1 5

Ｈ31・Ｒ1 1 1 1 1 1 5

Ｒ2 1 1 1 1 1 1 1 7

Ｒ3 1 1 1 3

Ｒ4 2 1 2 5

Ｒ5 1 1 1 1 4

計 9 1 7 5 3 7 13 2 5 1 53
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�　これまでの経緯を踏まえ，各地区区分における今後の現状変更等の取扱についての方針を以下の
とおりとする。
【民有地】
�　地権者の理解と協力のもと，公有化（買上）に伴う建物等の解体工事以外の事例はほとんどない状
況であり，引き続き同様の取扱基準とする。
【学校用地】
�　水道管の漏水対応や，プールの修繕工事等が行われているが，いずれも遺構に影響を与えない工
事内容についてのみ許可しており，引き続き同様の取扱基準とする。
【市有地（他部局管理地）】
�　建物の解体等が行われているが，遺構に影響を与えない工事内容についてのみ許可しており，引
き続き同様の取扱基準とする。
【市有地（文化財課管理地）・国有地】
�　今後もこれまで同様の事業実施が想定される他，整備（暫定整備を含む）に伴う工事を実施する予
定であるが，整備（暫定整備）の実施に関わらず，今後史跡地を教育活動や地域活動等で使用する可
能性についても考慮する必要がある。このため，それらに伴う一時的な工作物等の設置については，
遺構に影響を与えないことを前提として許可する場合もある旨を新たに追加する。

地　　区 現状変更取扱基準

民有地
(図7-2�黄色部分)

①原則として史跡にとって必要な行為以外の現状変更は認めない。
②�新築は認めない。生活上やむを得ない住宅の増改築等は，遺構に影響を
与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。
③�電気，水道等のライフライン施設の補修もしくは修繕に関しては，遺構
に影響を与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。

学校用地
(図7-2�緑色部分)

①原則として史跡にとって必要な行為以外の現状変更は認めない。
②�新築は認めない。学校施設におけるやむを得ない増改築等は，遺構に影
響を与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。
③�電気,水道等のライフライン施設の補修もしくは修繕に関しては，遺構に
影響を与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。

市有地，国有地
(図7-2�赤色部分)

①原則として史跡にとって必要な行為以外の現状変更は認めない。
②�公衆用道路，水路の拡幅は認めない。補修もしくは修繕は，遺構に影響
を与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。
③�電気,水道等のライフライン施設の補修もしくは修繕に関しては，遺構に
影響を与えないことを前提として現状変更を許可する場合もある。
④�公共･公益施設の補修もしくは修繕に関しては，遺構に影響を与えないこ
とを前提として現状変更を許可する場合もある。
⑤�教育活動や地域活動等に伴う一時的な工作物等の設置に関しては，遺構
に影響を与えないことを前提として許可する場合もある。

※　現状変更の手続き（91ページ　「文化財関係届出・申請の流れ」参照）
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図7-2　史跡地の保存・管理区分

　(平成28年修正・都市計画基本図を加工)

0 200m

凡　例

郡山遺跡

史跡地の範囲

市有地・国有地

民有地

学校用地

96

第
７
章



第７章　保存・管理

(2)将来指定を目指す範囲，周辺の官衙域，その他の地域
�　当該地の現状変更については，計画段階で十分な協議を行い，地下遺構及び周辺の環境が極力破
壊されることがないように，事業者及び所有者等に事業計画の見直し等の協力を求める。
�　生活上やむをえない事由による開発行為については，地下遺構への影響を最小限に止めるよう協
力を求め，遺跡の保護・保存に努める。

97




